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ち
ろ
ん
、
認
知
症
で
あ
る
こ
と
を

本
人
や
周
り
の
者
が
早
い
段
階
で

認
識
す
る
こ
と
が
、
す
べ
て
の
出

発
点
に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

認
知
症
の
早
期
発
見
、
早
期

対
応
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
諸
事
業
に
つ
い
て
、
今

後
も
全
力
で
対
応
し
て
い
く
。

公
費
負
担
に
よ
る
認
知
症
の
検

査
に
つ
い
て
は
、
医
師
会
と
の
調

整
や
関
係
機
関
と
の
連
携
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
提
言
の
趣
旨

を
十
分
踏
ま
え
、
今
後
、
介
護
保

険
事
業
計
画
の
中
で
の
位
置
づ
け

と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

認
知
症
を
発
症
し
て
も
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
つ
く

る
こ
と
で
、
本
人
の
認
知
症
の
受

容
と
家
族
な
ど
、
周
り
の
者
が
認

知
症
と
い
う
障
害
に
向
き
合
う
覚

悟
、
そ
れ
を
直
接
支
援
す
る
医
療

福
祉
関
係
者
の
育
成
、
地
域
ぐ
る

み
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
支
援
策
と
と
も

に
、
国
が
提
唱
し
て
い
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
を
考

慮
し
、
医
療
と
介
護
保
険
の
密
接

な
連
携
の
も
と
で
適
切
な
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

本
人
や
そ
の
家
族
の
生
活
を
支
援

し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境

の
整
備
と
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実

に
努
め
て
い
き
た
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
道
徳
教
育

国
は
子
ど
も
医
療
費
無
料
化

を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
に
対
し

て
、
国
庫
負
担
減
額
の
ペ
ナ
ル
テ

ィ
を
課
し
て
い
る
。

こ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
に
つ
い
て
、

本
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

ま
た
、
減
額
さ
れ
て
い
る
国
庫

負
担
金
の
金
額
は
幾
ら
か
。

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無
料

化
を
実
施
し
た
結
果
、
国
の
制
度

の
中
で
国
民
健
康
保
険
に
係
る
国

庫
負
担
金
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
は

大
変
残
念
な
こ
と
と
考
え
る
。

減
額
さ
れ
る
金
額
は
、
調
整
交

付
金
が
約
６
２
０
万
円
、
療
養
給

付
費
負
担
金
が
約
９
７
０
万
円
。

埼
玉
県
国
保
協
議
会
を
通
じ
、

制
度
の
廃
止
を
要
望
し
て
い
る
。

埼
玉
県
内
で
は
、
越
生
町
、

滑
川
町
、
新
座
市
が
高
校
卒
業
ま

で
、
子
ど
も
医
療
費
が
無
料
化
さ

れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
医

療
費
の
無
料
化
措
置
を
高
校
卒
業

ま
で
拡
大
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
実
施
し

た
場
合
の
予
算
は
。

対
象
年
齢
の
拡
大
に
つ
い
て

は
、
財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、
現

状
を
維
持
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
を
高
校
卒

業
ま
で
に
拡
大
し
た
場
合
、
対
象

者
は
約
２
５
０
人
の
増
、
予
算
は
、

拡
大
分
と
し
て
約
３
３
０
０
万
円

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

●
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向
上
に

保
健
師
の
活
用
を

す
べ
て
の
が
ん
検
診
を
無
料

化
し
、
検
診
を
促
進
す
る
。
こ
の

こ
と
で
、「
が
ん
か
ら
市
民
を
守

る
」
こ
の
立
場
に
立
つ
べ
き
で
は

な
い
か
。
す
べ
て
の
が
ん
検
診
の

無
料
化
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

受
益
者
に
適
正
な
負
担
を
頂

き
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

受
診
率
を
上
げ
て
い
く
方
法

と
し
て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健

師
を
活
用
す
べ
き
で
は
。

保
健
師
の
力
が
必
要
と
の
指

摘
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
は
、
第

１
回
が
東
京
都
の
湯
島
聖
堂
で
行

わ
れ
て
以
降
、
毎
年
藩
校
ゆ
か
り

の
地
で
開
か
れ
て
、
今
年
で
11
回

を
数
え
、
来
年
７
月
に
は
本
市
で

開
催
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
開
催
の
藩
校
を
み

る
と
、
会
津
藩
の
日
新
館
、
水
戸

藩
の
弘
道
館
、
薩
摩
藩
の
造
士
館

等
々
、
藩
校
教
育
の
理
念
と
伝
統

が
し
っ
か
り
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

明
治
時
代
に
忍
藩
の
進
脩
館
は

藩
校
と
し
て
の
実
態
が
な
く
な
り
、

か
つ
市
内
に
遺
構
も
な
い
今
の
状

況
下
で
、
本
市
は
来
年
の
全
国
藩

校
サ
ミ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
な
コ
ン

セ
プ
ト
で
開
催
す
る
の
か
。

忍
藩
の
歴
史
的
・
文
化
的
価

値
に
光
を
当
て
、
藩
校
進
脩
館
の

優
れ
た
人
材
教
育
、
実
務
教
育
を

見
直
し
、
か
つ
漢
字
文
化
の
浸
透

と
振
興
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

す
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
歴
史
に
造
詣
が
深
く
関

心
の
高
い
藩
校
関
係
者
を
通
じ
て
、

観
光
振
興
の
面
で
、
観
光
資
源
が

数
多
く
存
在
す
る
本
市
を
広
く
全

国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
考
え
る
。

来
年
７
月
の
開
催
ま
で
１
年

を
切
り
、
全
国
か
ら
参
加
者
を
迎

え
る
サ
ミ
ッ
ト
の
準
備
に
向
け
、

実
行
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
と

立
ち
上
げ
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

ま
た
、
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
大
会
運

営
の
主
体
は
ど
こ
が
な
る
の
か
、

本
市
は
ど
の
よ
う
に
係
わ
る
の
か
。

実
行
委
員
会
は
、
財
団
法
人

忍
郷
友
会
を
中
心
に
、
行
田
商
工

会
議
所
を
初
め
、
各
種
団
体
の
代

表
者
な
ど
で
、
９
月
下
旬
に
設
立

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
忍
郷
友
会

が
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
大
会
運
営
の
中

核
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
本
市
で

は
教
育
委
員
会
内
に
実
行
委
員
会

の
事
務
局
を
置
き
、
忍
郷
友
会
と

連
携
し
て
運
営
に
当
た
っ
て
い
く
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
全
国
高
等
学
校
女
子
公
式
野
球

大
会
開
催
に
つ
い
て

福 祉 施 策

子
ど
も
医
療
費
の

無
料
化
措
置

高
校
卒
業
ま
で
拡
大
を

栗

原

二

郎

（
日
本
共
産
党
）

生 涯 学 習

全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト

開
催
コ
ン
セ
プ
ト
は

小

林

友

明

（
新
政
策
研
究
会
）
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